
平
成
二
十
九
年
七
月
十
九
日
、

夏
真
っ
盛
り
の
中
、
地
域
住
民

と
の
親
睦
を
深
め
、
駐
屯
地
に

対
す
る
理
解
と
信
頼
関
係
の
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
、
隊
員
・

家
族
と
の
融
和
と
団
結
の
促
進

を
図
る
目
的
で
「
古
河
駐
屯
地

納
涼
大
会
」
が
実
施
さ
れ
た
。

今
大
会
は
、
古
河
駐
屯
地
と

古
河
駐
屯
地
後
援
会
の
共
催
、

隊
友
会
古
河
支
部
・
古
河
自
衛

隊
協
力
会
の
協
賛
に
よ
り
行
わ

れ
た
。

納
涼
大
会
に
は
、
部
内
外
か

ら
の
多
数
の
ご
来
賓
及
び
隊
員

家
族
や
地
域
の
方
々
、
約
一
万

一
千
人
の
来
場
者
と
と
も
に
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子
供
達
を

対
象
と
し
た
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

を
皮
切
り
に
、
和
太
鼓
演
奏
、

タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
、
茨
城
県

地
方
協
力
本
部
広
報
大
使

オ

ニ
ツ
カ
サ
リ
ー
氏
の
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
、
美
し
い
歌
声
を
披
露

し
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
子
供

達
と
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
と
会

場
を
盛
り
上
げ
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
後
に
行
わ
れ
た

盆
踊
り
で
は
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
仮
装
を
し
た
隊
員
や
地
域
住

民
等
が
輪
に
な
っ
て
踊
り
、
会

場
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

ま
た
、
曹
友
会
が
行
っ
た
ち

び
っ
こ
広
場
の
射
的
や
輪
投
げ
、

公
募
に
よ
る
売
店
等
は
、
絶
え

ず
来
場
者
で
賑
わ
い
、
長
い
行

列
が
出
来
る
ほ
ど
大
盛
況
で
あ

っ
た
。

夜
も
更
け
、
盛
り
上
が
り
も

最
高
潮
に
な
っ
た
時
、
今
年
は

バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
共
に

打
ち
上
げ
花
火
約
二
百
発
と
仕

掛
け
花
火
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
が
駐

屯
地
の
夜
空
を
彩
る
と
、
来
場

者
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

あ
が
り
、
今
大
会
も
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

第 ４６号 発 行

司 令 業 務 室

広 報 班
Ｈ２９．１０．１０

タヒチアンダンスオニツカサリー氏 ライブ 和太鼓

曹友会（射的）花火 盆踊り



七
月
二
十
五
日
か
ら
九
月

六
日
ま
で
の
間
、
中
学
校
が

行
う
職
場
体
験
学
習
の
支
援

を
十
四
校
五
十
一
名
に
対
し

行
っ
た
。

生
徒
達
は
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
あ
っ
た
が
、
駐
屯
地

施
設
見
学
や
自
衛
隊
に
関
す

る
説
明
等
が
進
み
、
担
当
し

た
隊
員
達
と
接
す
る
う
ち
に
、

徐
々
に
中
学
生
達
の
表
情
も

和
ら
い
で
き
た
。

実
技
体
験
は
基
本
教
練
や

救
急
法
を
体
験
し
、
初
め
は

戸
惑
っ
て
い
た
が
、
全
員
熱

心
に
取
り
組
み
、
見
違
え
る

ほ
ど
上
達
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、

「
自
衛
隊
に
興
味
を
も
っ
た
。

就
職
し
て
み
た
い
。
」
等
の

感
想
等
が
よ
せ
ら
れ
た
。

九
月
十
七
日
、
中
央
運
動

公
園
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、

古
河
市
が
主
催
す
る
「
第
二

回
綱
引
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

大
会
」
が
行
わ
れ
た
。

今
大
会
は
、
男
子
の
部
、

女
子
の
部
等
五
つ
の
部
門
に

別
れ
、
リ
ー
グ
戦
方
式
で
行

わ
れ
た
。

古
河
駐
屯
地
か
ら
は
、
隊

員
達
で
編
成
さ
れ
た
二
チ
ー

ム
二
十
名
が
参
加
し
、
白
熱

し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
た
。

結
果
は
、
Ａ
チ
ー
ム
四
位

Ｂ
チ
ー
ム
六
位
と
健
闘
し
た
。

古
河
市
は
、
茨
城
ゆ
め
国

体
二
○
一
九
年
（
第
七
十
四

回
国
民
体
育
大
会)

で
綱
引

き
会
場
と
し
て
選
定
さ
れ
て

い
る
。

（２） 平成２９年１０月１０日

器材隊 船田曹長
１１月１６日付

業務隊 一万田３尉
１月１２日付

団付 沼尾准尉
１月９日付

支処 小林曹長
１月２０日付

隊旗返納 新隊員５７名
副団長 矢田１佐

器材隊 塙曹長
１２月３日付

支処 金澤１尉
１２月３１日付

支処 山中曹長
１２月１日付

試合 会場

九
月
十
八
日
、
平
成
二
十

九
年
度
新
隊
員
後
期
教
育
修

了
式
が
行
な
わ
れ
た
。

新
隊
員
五
十
七
名
は
、
約

三
ヶ
月
の
課
程
教
育
を
終
え
、

自
信
に
満
ち
た
表
情
で
来
賓

及
び
家
族
の
見
守
る
中
、
式

に
臨
ん
だ
。

執
行
者
の
第
四
施
設
群
長

は
「
今
後
の
諸
君
ら
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
る
。
」
と
式

辞
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
駐
屯
地
隊
員
食

堂
に
お
い
て
祝
賀
会
食
が
行

わ
れ
家
族
・
同
期
・
助
教
達

と
会
食
を
楽
し
み
、
別
れ
を

惜
し
ん
で
い
た
。

ま
た
、
家
族
か
ら
は
「
凛

々
し
く
成
長
し
た
姿
に
感
動

し
て
い
ま
す
。
」
と
久
し
ぶ

り
に
再
会
し
た
我
が
子
の
姿

を
頼
も
し
そ
う
に
見
つ
め
な

が
ら
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
て
い
た
。

八
月
一
日
付
で
転
入
部

隊
長
等
を
含
め
二
十
二
名

の
隊
員
が
、
新
戦
力
と
し

て
古
河
駐
屯
地
に
転
入
し

た
。

総務部長 髙井１佐

警務班長 古川２尉

高射中隊長 片山１尉

転入者 １８名

基本教練救急法



会
計

（３） 平成２９年１０月１０日

実習の様子 給食業務体験

富士山をイメージ復旧工事

歩哨用掩体構築

七
月
十
日
か
ら
十
四
日

の
間
、
「
花
壇
コ
ン
ク
ー

ル
（
前
段
）
」
を
実
施
し

た
。今

年
度
の
花
壇
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
前
後
段
二
回
の

採
点
を
実
施
し
、
総
合
点

で
評
価
す
る
。
前
段
の
結

果
は
、
富
士
の
裾
野
で
の

訓
練
を
イ
メ
ー
ジ
し
作
成

し
た
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
が

一
位
で
あ
っ
た
。

十
一
月
に
後
段
の
審
査

が
行
わ
れ
る
。

八
月
二
十
一
日
か
ら
九

月
四
日
ま
で
の
間
、
埼
玉

短
期
大
学
の
学
生
二
名
の

栄
養
士
実
習
を
支
援
し
た
。

実
習
生
の
識
能
向
上
の

一
助
に
な
る
事
が
で
き
、

さ
ら
に
自
衛
隊
へ
の
理
解

を
促
進
し
た
。

九
月
十
八
日
、
台
風
十

八
号
の
強
風
に
よ
り
弾
薬

庫
の
松
が
倒
れ
、
フ
ェ
ン

ス
が
破
損
し
た
被
害
の
仮

復
旧
工
事
を
バ
ケ
ッ
ト
を

使
用
し
て
実
施
し
た
。
事

後
、
破
損
し
た
部
材
を
調

達
し
、
元
通
り
に
補
修
す

る
。今

後
も
迅
速
な
対
応
を

心
が
け
駐
屯
地
の
維
持
、

管
理
に
寄
与
す
る
。

総
務
科
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
務
科
室
内
に
郵
便
ポ

ス
ト
が
あ
り
、
街
角
の
郵

便
ポ
ス
ト
と
同
様
に
投
函

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
各

部
隊
は
活
用
さ
れ
た
い
。

場
所二

号
庁
舎
二
階
西
側

業
務
隊
総
務
科

右
奥
ボ
ッ
ク
ス

ポスト位置 左上赤丸

出迎え行事 現地での在庫確認

八
月
十
三
日
か
ら
二

十
七
日
ま
で
の
間
、
富

士
総
合
火
力
演
習
を
支

援
し
た
。

期
間
中
は
部
隊
の
要

求
に
対
し
、
事
前
集
積

品
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
計
二
回
の
輸
送
を

含
む
十
一
品
目
百
三
十

六
点
の
部
品
を
迅
速
に

補
給
し
、
富
士
総
合
火

力
演
習
の
成
功
に
寄
与

し
た
。

九
月
六
日
か
ら
九
日

ま
で
の
間
、
勝
田
小
演

習
場
に
お
い
て
第
二
回

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
訓
練
を
実
施

し
た
。
今
回
の
訓
練
で

は
施
設
補
給
点
開
設
に

つ
い
て
、
一
夜
二
日
の

連
続
状
況
下
に
お
い
て

練
成
し
、
陸
曹
の
実
員

指
揮
能
力
及
び
陸
士
の

施
設
基
礎
動
作
の
練
度

を
向
上
で
き
た
。

八
月
一
日
付
で
一
等

陸
佐

髙
井
勝
則
が
北

海
道
防
衛
局
か
ら
古
河

支
処
総
務
部
長
と
し
て

着
任
し
た
。

髙
井
一
佐
は
、
支
処

の
業
務
の
み
な
ら
ず
駐

屯
地
の
各
種
行
事
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
旨
、
抱
負
を
述
べ

た
。

九
月
二
十
五
日
付
で

後
期
教
育
を
終
え
、
会

計
一
名
、
施
設
三
名

（
内
Ｗ
Ａ
Ｃ
一
名
）
計

四
名
の
新
配
置
隊
員
が

着
隊
し
、
出
迎
え
行
事

を
行
っ
た
。

出
迎
え
行
事
で
は
盛

大
な
歓
迎
を
受
け
緊
張

し
て
い
た
が
、
支
処
隊

員
を
前
に
元
気
よ
く
今

後
の
意
気
込
み
を
述
べ

た
。

髙井１佐

各
部
隊
等
に
、
新
隊
員
三
十
七
名
が
配
属
さ
れ
た
。

Ｄ
Ｓ

石井２士石原２士平原２士

平原１士

支
処

川原田２士西川２士小林２士

安田２士藤岡２士吉田２士武井２士

恩田２士

角山１士箕輪１士佐藤１士三浦２士幅田２士新井２士

浅野１士

基
通

木村１士吉田１士北原１士久我２士

団
付

ダ
ン
プ

高
射

酒井１士栗原１士 山口１士関口１士辰野２士細谷２士田代２士田村２士三田２士

器
材
隊

石川２士

山本２士

寺本１士

長谷川２士 柳橋２士



九
月
十
日
付
で
新

配
置
隊
員
二
名
が
着

隊
し
た
。

出
迎
え
行
事
で
の

自
己
紹
介
で
は
、
会

計
隊
員
と
し
て
古
河

駐
屯
地
に
早
く
慣
れ

会
計
隊
の
戦
力
と
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。
」
と
述
べ
た

二
人
の
今
後
の
活
躍

を
期
待
す
る
。

（４） 平成２９年１０月１０日

自己紹介

山頂での集合写真

、

訓練の様子

、

七
月
二
十
六
日
及
び

八
月
二
十
九
日
の
二
回

に
分
け
、
山
地
機
動
訓

練
と
し
て
富
士
登
山
を

実
施
し
た
。
御
殿
場
登

山
口
新
五
合
目
よ
り
登

山
を
開
始
し
、
各
組
ご

と
山
頂
を
目
指
し
た
。

入
校
者
等
を
除
く
全
員

が
登
頂
に
成
功
し
、
各

人
の
達
成
感
の
醸
成
と

中
隊
の
団
結
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
富
士

山
噴
火
対
処
計
画
の
資

と
し
た
。

七
月
二
十
五
日
か
ら
八

月
四
日
ま
で
の
間
、
駐
屯

地
業
務
隊
の
支
援
と
し
て
、

一
号
営
庭
の
排
水
設
備
工

事
を
実
施
し
た
。
第
一
期

は
、
ク
ロ
ス
ウ
ェ
ー
ブ
等

の
埋
設
を
し
、
排
水
設
備

の
万
全
を
期
し
た
。
工
事

を
通
じ
て
、
施
設
基
礎
作

業
及
び
施
設
機
械
操
作
等

の
練
度
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
駐
屯
地
の
環
境

整
備
に
寄
与
し
た
。
ま
た
、

第
二
期
と
し
て
、
側
溝
整

備
も
実
施
す
る
。

七
月
三
十
一
日
か
ら
八

月
四
日
ま
で
の
間
、
平
成

三
十
年
度
観
閲
式
を
見
据

え
、
九
二
式
浮
橋
を
対
象

と
し
て
、
塗
装
の
工
程
の

足
づ
け
、
マ
ス
キ
ン
グ
、

塗
料
の
作
成
、
一
連
の
流

れ
を
実
施
し
て
、
塗
装
能

力
の
向
上
を
図
っ
た
。

七
月
十
九
日
か
ら
八

月
四
日
ま
で
の
間
、
第

二
・
三
係
主
任
を
担
任

官
と
し
て
、
各
中
隊
の

格
闘
訓
練
要
員
に
対
し

後
支
隊
格
闘
集
合
訓
練

参
加
の
た
め
の
「
基
礎

体
力
基
準
・
格
闘
練
度

基
準
」
に
到
達
さ
せ
る

べ
く
練
成
訓
練
を
実
施

し
た
。
ま
た
格
闘
指
導

官
を
各
担
当
教
官
に
指

定
し
、
指
導
能
力
の
向

上
を
図
っ
た
。

首返し

塗装後 塗装中

九
月
十
三
日
、
中
隊
に

新
た
な
戦
力
と
な
る
新
隊

員
二
名
が
着
隊
し
た
。

出
迎
え
行
事
で
は
、
期

待
に
満
ち
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
は
あ
っ
た
が
、
諸

先
輩
の
話
を
よ
く
聞
き
、

決
意
表
明
に
お
い
て
確
固

た
る
意
志
を
感
じ
さ
せ
る

姿
は
、
今
後
の
成
長
・
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ

ず
、
日
々
邁
進
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。

着隊記念写真

八
月
三
日
、
中
隊
は
第

二
高
射
特
科
群
と
し
て
、

第
四
十
八
回
全
日
本
青
年

銃
剣
道
大
会
に
参
加
し
た
。

中
隊
か
ら
は
、
東
谷
三

曹
と
、
廣
瀬
士
長
が
出
場

し
、
成
績
は
二
回
戦
敗
退

で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
今

後
大
会
で
の
活
躍
が
期
待

出
来
る
試
合
内
容
で
あ
っ

た
。
最
後
ま
で
諦
め
ず
に

闘
い
続
け
た
選
手
達
の
、

来
年
度
の
更
な
る
飛
躍
に

期
待
す
る
。

銃剣道大会

七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

三
日
の
間
、
相
馬
原
演
習
場

に
お
い
て
集
中
野
外
行
動
訓

練
を
実
施
し
た
。
偵
察
、
移

動
、
展
開
、
警
戒
自
衛
戦
闘

等
の
訓
練
を
実
施
し
、
部
隊

と
し
て
及
び
個
人
の
野
外
行

動
能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

九
月
四
日
第
三
二
〇
基

地
通
信
中
隊
第
二
十
一
代

中
隊
長
渡
邊
一
尉
が
来
隊

さ
れ
、
中
隊
長
初
度
視
察

が
行
わ
れ
た
。

中
隊
長
の
来
隊
は
八
月

に
行
わ
れ
た
群
・
大
隊
訓

練
以
来
二
回
目
と
な
る
が
、

こ
の
日
は
会
食
も
実
施
さ

れ
、
隊
員
か
ら
美
味
し
い

と
評
判
で
あ
る
古
河
駐
屯

地
の
食
事
に
舌
鼓
を
打
っ

た
。

八
月
二
十
三
日
か
ら
二

十
八
日
ま
で
の
間
、
第
一

回
群
・
大
隊
訓
練
が
行
わ

れ
た
派
遣
隊
長
が
岸
三
尉

と
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の

訓
練
で
あ
っ
た
が
各
人
に

と
っ
て
実
り
の
多
い
訓
練

と
な
っ
た
。

訓
練
の
後
段
で
は
回
線

構
成
の
状
況
が
付
与
さ
れ

た
が
、
日
頃
か
ら
の
練
成

の
成
果
も
あ
り
、
無
事
に

構
成
を
完
了
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

回線構成を行う電話班

会食の様子

十
月
の
訓
練
検
閲
で
は
訓

練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
会
計
隊
員
一
同
更

な
る
練
成
に
励
ん
で
い
く
所

存
で
あ
る
。

九
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
九
年
度
第
二
回
隊
戦

技
競
技
会
（
断
郊
走
・
銃

剣
道
）
を
実
施
し
た
。

駐
屯
地
内
道
路
で
実
施

し
た
断
郊
走
競
技
に
お
い

て
は
、
残
暑
厳
し
い
中
、

各
グ
ル
ー
プ
選
手
が
一
丸

と
な
っ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
、
力
走
し
た
。

駐
屯
地
体
育
館
で
実
施

し
た
銃
剣
道
競
技
会
で
も
、

各
選
手
は
、
中
（
付
）
隊

の
名
誉
と
誇
り
を
賭
け
、

持
て
る
力
を
最
大
限
発
揮

し
た
。

競
技
結
果
は
、
断
郊
走

は
優
勝
架
橋
中
隊
、
準
優

勝
本
部
付
隊
、
銃
剣
道
は
、

優
勝
特
殊
器
材
中
隊
、
準

優
勝
本
部
付
隊
、
特
に
断

郊
走
に
つ
い
て
は
、
架
橋

中
隊
が
昨
年
に
引
き
続
き

二
連
覇
の
成
果
を
収
め
た
。

断効走銃剣道

クロスウェーブ埋設

「

。


